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平成平成平成平成 12121212年度第年度第年度第年度第 5555回清掃審議会記録回清掃審議会記録回清掃審議会記録回清掃審議会記録    
 
日  時 平成 13年３月 28日（水）午前 10時～10時 30分 

場  所 区役所西棟 6階 第 5・第 6会議室 

出 席 者 藤井会長、前田職務代理、石川委員、大高委員、大橋委員、 
小川委員、小澤委員、柏原委員、くれまつ委員、小池委員、 
鈴木委員、内藤委員、松原委員、本橋委員 

 
欠 席 者 吉田委員 

議  題 （１） 平成 13年度杉並区環境清掃部事業計画について 
（２） 平成 13年度杉並区清掃リサイクル関連予算について 
（３） 杉並区清掃審議会分科会の設置について 

（４）その他 
発言要旨 別紙のとおり 
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平成 13年 3月 28日 

第５回杉並区清掃審議会発言要旨第５回杉並区清掃審議会発言要旨第５回杉並区清掃審議会発言要旨第５回杉並区清掃審議会発言要旨    

 
○事務局  開会の挨拶(省略) 
      配布資料の確認(省略) 
○会長   本日から分科会を２つ設け、分科会ごとに議論をしていく。 
９月には清掃審議会としての中間答申を出す。特にプラスチックの収集については、

分別収集をするか、しないかという意思決定をしないと、中間答申に間に合わない。 
まず、「１３年度の杉並区環境事業計画」について。 

○事務局 
１「平成１３年度杉並区環境清掃部事業計画」について、「平成１３年度 環境清

掃部の主な事業」に基づいて説明する。 
２「区民が創る『みどりの都市』杉並」の環境・清掃に関する事業について説明す

る。 
３「清掃・リサイクルの関連予算」について説明。 
４「清掃審議会分科会の設置について」説明。 

○会長   質問を受けつける。 
「区民が創る『みどりの都市』杉並」にある「ペットボトルの回収拠点の拡大」、

「プラスチック分別モデルの回収」、「びん・缶等の分別回収の徹底」の、内容及び実

施の時期について質問する。「区民が創る『みどりの都市』杉並」をみる限り、杉並

区としては、先に予算を立てて計画を始めなければならないと思うのですが。 
○事務局  事業の内容につきましては、先ほどのとおりです。実施の時期は審議会の

スケジュールと必ずしも一致しない。 
ペットボトル回収拠点の増設に関しては、これまでのペットボトルに関するリサイ

クルの考え方で計画されている。 
プラスチック分別モデル回収は、具体的にどのように実施していくか検討が必要。

モデル回収については､回収自体が秋から実施されるため、モデル回収の検証結果が

出ない状況で議論せざるを得ない。 
びん・缶等の分別回収の徹底については、不燃ごみの中に二十数％、びん・缶が混

入している。よって､分別を徹底させる。 
○会長  「プラスチック容器使用抑制働きかけ」は、プラスチック分別モデル回収の

話と関連させるでしょうか。 
○事務局 「プラスチック容器使用抑制働きかけ」は、ごみの発生抑制を始めることが

重要と考えている。そこでレジ袋などのプラスチック容器の使用抑制を、何らかの形

で働きかけていくということが必要だと考えている。 
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○会長  モデル回収とプラスチックごみの分別収集をどうするかという検討と並行

してやらざるを得ないと思う。場合によってはプラスチック分別回収モデルが、必ず

しも審議会の結論と一致しないということもあると考えてよろしいですか。 
○事務局 平成 13年度にモデル回収を実施し、その結果を踏まえて上で、14年度、15
年度をどうするかということが、審議会の結論によるところとなる。 

○会長  了解しました。 
○事務局 説明を補足すると、プラスチックの分別についてどの程度適正に行われたか

というモデル回収の結果は、秋以降となり、審議会の審議には間に合わない。回収し

たプラスチックをどこでどうするのかという話を、モデル回収を実施する前に検討し、

ある程度決定をした上でモデル回収の実施となる。回収したプラスチックをどのよう

にするかについては、7月か 8月に報告できると思う。 
○会長  ほかにいかがでしょうか。 
○委員  ISO14001は、区自体が取るわけですか。 
○事務局 ISO14001は、杉並区役所と現在の施設です。学校を除いた区の全体が対象
となる。 
○委員  プラスチックのモデル回収は、環境清掃部の主な事業のところには入ってな

かった。これはなぜか。 
平成１２年度は組成調査を２回行いましたが、今後どのような方向でやっていくの

か。それと、これはプラスチックのモデル回収とどう関連させていくのか。 
○事務局 平成 12年度の杉並中継所に搬入される不燃ごみの組成調査については、第
１回目の結果はすでに出ており、現在、第２回目の調査結果をまとめている。現段階

での組成調査の結果から、1回目と 2回目の調査結果に多少の変化が見られます。こ
の変化は 2回の調査の間に、ごみ分別についてＰＲした効果と思う。 
平成 13年度も組成調査を予算化している。組成調査とモデル回収を関連させたいと
思う。 

○会長  平成１３年度環境清掃部の主な事業の中に入ってないということの説明は

どうですか。 
○事務局 事業を実施します。 
○会長  ほかにいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 
      全体会閉会の挨拶(省略) 
 
 

   
 


